
スペースワンの概要及び射場予定地の選定について

平成 31年 4月 24日 
スペースワン株式会社

スペースワンはこの度、本年 3月 26日に別紙の内容で射場予定地の選定について発表
を致しました。 

 今後とも、関係の方々と緊密に連携をしつつ、国際競争力のある商業宇宙輸送サービス
の実現を目指して参ります。 

以上 
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小型ロケット打上げ射場の建設予定地の選定について 

2019年 3月 26日 

スペースワン株式会社 

 

 スペースワン株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：太田信一郎、以下「スペー

スワン」）は、この度、小型ロケットを打上げる射場の建設予定地として、和歌山県串本町

を選定したことを、茲にお知らせいたします。 

計画が実現すれば、民間企業が建設する日本初のロケット打上げ射場となります。 

 

スペースワンは、小型ロケットによる商業宇宙輸送サービスの提供を目的に、2018 年 7

月に 4社（キヤノン電子株式会社、株式会社 IHIエアロスペース、清水建設株式会社および

株式会社日本政策投資銀行）の共同出資により、発足いたしました。この前身となる企画会

社の段階から、国内外における既存射場の借用、新規建設を選択肢として、ロケットの打上

げ射場の候補地について調査してきたところ、和歌山県、同県串本町及び那智勝浦町から誘

致のご要請を頂きました。当該誘致要請を踏まえ、スペースワンにおいて、当地の立地条件

等について検討を行ってきた結果、この度、和歌山県串本町田原地区周辺を、小型ロケット

を打上げる射場の建設予定地として選定いたしました。 

  

 今後、和歌山県、串本町及び那智勝浦町をはじめとする自治体及び地域住民の方々と緊密

に連携をしつつ、国際競争力のある商業宇宙輸送サービスの実現を目指してまいります。 

 

■打上げ射場の概要 

予定地 和歌山県東牟婁郡串本町田原地区周辺 

主な建物・設備等 ロケット打上げ射点、ロケット組立棟、ロケット保管庫、人工衛星

組立棟、その他付帯設備 

建設計画 
2019年 工事着工 

2021年 工事完工・運用開始 
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■予定地の場所 

 
背景地図出展：国土地理院電子国土 Web 

 

■スペースワンの商業宇宙輸送サービスの概要（予定） 

サービス内容 人工衛星の地球周回軌道への打上げ 

サービスコンセプト 

契約から打上げまでの「世界最短」と、打上げの「世界最高頻度」

をめざす、小型ロケットによる打上げサービス。 

専用のロケットと射場で宇宙へのアクセスコストを下げ、宇宙ビ

ジネスのさらなる拡大に貢献していく。 

人工衛星 

打上げ能力 

太陽同期軌道(SSO)※：150kg（軌道傾斜角 97度,高度 500km） 

地球低軌道(LEO)：250kg（軌道傾斜角 33度,高度 500km） 

年間目標打上げ機数 20機（2020年代半ば） 

ロケット概要： 基本構成：固体燃料 3段式＋軌道変更用液体推進系（PBS） 

高さ：約 18m 

重量：約 23トン 

サービス開始時期： 2021年度 

※ 人工衛星の軌道の一つ。地球低軌道(LEO)のうち、北極と南極の上空を通過する極軌道のうち軌道面と太陽方向の角

度が一定に保たれる軌道。地球観測衛星で使われることが多い。SSO以外の LEOでは、通信、データ収集、天文等の用途

の人工衛星により使用されている。 

以上 

【本件に関する問い合わせ窓口】 

お問合せは、下記窓口担当にお願いいたします。 

代表電話：03-6777-3310 

電子メール：info@space-one.co.jp 
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